令和７年度　第６回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和８年３月１９日（木） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１８名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	１日９名まで（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	１日３名まで（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応

	職員数
	常勤５名（兼務2名、専従３名）、非常勤６名（うち看護師1名）



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	２名
	地域住民・地域団体
	３名

	利用者
	０名
	利用者家族
	０名
	地域包括支援センター
	１名

	近隣事業所
	１名
	事業所職員
	２名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和８年３月１９日現在）
〇登録者数及び男女比（平均年齢　8４歳）
	[bookmark: _Hlk166161543]月
	4
	5
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	登録者数
	１５
	１５
	１６
	１７
	１７
	１７
	１７
	１７
	１６
	１６
	15
	15

	男性
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	４
	４
	2
	3

	女性
	１１
	１０
	１１
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	13
	12



〇地域 
	[bookmark: _Hlk198059597]月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	拓北
	3
	2
	２
	３
	３
	３
	３
	２
	１
	１
	1
	1

	あいの里
	4
	5
	５
	６
	６
	６
	６
	７
	７
	７
	7
	7

	篠路
（篠路町上篠路）
	5
	5
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	6
	6

	太平
	2
	2
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	1
	1
	1

	百合が原
	1
	1
	１
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	0
	0

	東茨戸
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	0
	0



〇要介護度 （平均介護度　1.9）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	要支援１
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	0
	0

	要支援２
	0
	1
	１
	１
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	2
	2

	要介護１
	5
	4
	４
	３
	３
	３
	３
	３
	２
	２
	2
	2

	要介護２
	6
	7
	６
	６
	６
	６
	６
	７
	７
	７
	6
	6

	要介護３
	2
	2
	２
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	4
	3

	要介護４
	1
	1
	１
	１
	１
	１
	１
	０
	０
	０
	0
	0

	要介護５
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	0
	0

	申請中
	1
	0
	２
	２
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	1
	2



（2）活動報告
	１月～２月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　・節分
・外出（つどーむ雪まつりドライブ）

	3月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　・ひなまつり


※１月は前回の運営推進会議後。
☆その他、暮らしの中で行っていること☆
・お茶入れ、調理、おやつ作り、配膳、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除、洗車
・雑巾縫い、生け花、
・買い物（商品選び、セルフレジで会計）
・資源ごみをまとめリサイクルセンターへ持ち込み
・フットケア、アロマハンド、アロマ

春の歌と地域のかかわり・地域に出向いて本人の暮らしを支える取り組み
・月1回、認知症介護者の集い（他事業所のケアマネと共同で開催）→天候不良等で開催できず

（３－１）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R8.1.16

	【誤薬リスク】通い
利用者の昼薬を別の利用者の薬の袋に間違って入れていた
	職員が気づき入れ直す
	薬包の名前と薬袋の名前を確認。（声に出す、指差し確認）

	R８.2.14


	【転倒リスク】通い
台所でふらつき、両手を流しのフチにつかまる
	身体を支えた
	利用者の移動は他の対応にあたっていても見守り、いつもと状態が違う場合はすぐ側につく

	R8.2.14

	【転落】通い
隣の椅子に座ろうとした利用者がずり落ちる
	すぐに駆け寄り支えて立ち上がり支援を行い、痛み等の確認をした
	椅子の座布団が椅子よりも大きく、十分に臀部が座面につかなかった。座布団の大きさを椅子に合わせた

	R8.3.2

	【誤薬】通い
入浴後に保湿剤とネイルリムーバーを間違えて塗布
	アルコール臭で間違えに気づき、すぐに洗い流す。
	容器の形状が似ていたことと思い込みにより間違いが起こった。使用する際は容器に記載の名前を必ず確認。

	R8.3.7
	【転落リスク】通い
職員が気づかないうちに利用者が２階へ上がっていた
	気づいた職員が他の職員に伝達し、2階の利用者の見守り実施
	調理担当が一緒に台所にいた利用者に洗濯物干しを頼んだ。職員に声掛けしたが、ついたかどうかまで確認しなかった。引継ぎは声に出し、目で見て確認する。

	R8.3.17
	【転倒】泊まり
トイレから出て戻ろうとした利用者が転倒
	痛み、変色、腫れ等の確認。
管理者に報告。指示受ける
	ここ数日でも自宅で転倒していることや、昨夜からの下肢の痛みの状態から1人で移動しないよう付き添い実施していたが、転倒時は他の利用者対応にあたり、離れている間の転倒だった。利用者対応の優先順位の判断基準を職員間で共有。様々なことを想定して対応方法を話し合う。



（３－２）ハッピーホット報告
なし
（4）職員研修参加状況
	日付・場所
	研修名
	主催者
	参加者

	R８年1月22日（木）
オンライン
	スーパービジョン研修
～SVのハードル下げと地域展開～
講師：村山文彦
（社会福祉法人禎心会ら・せれな施設長）
	北海道介護支援専門員協会
	杉本香陽

	R8年1月30日（金）
第２水産ビル４階
	第３回小多機カフェ
「その実践は、グレー？セーフ？～グレーと工夫の間の現場のリアル～」
cafeマスター：黒澤智尚
（小規模多機能ホームゆかい西野）
	北海道介護支援専門員協会
	鬼塚亜美
杉本香陽

	R8年2月6日（金）
札幌市役所本庁舎12階
	令和7年度　避難確保計画作成支援会
	札幌市
	鬼塚亜美

	R8年2月16日（月）
オンライン
	地域保健ネットサロン
オンライン勉強会
～なぜ日本では「ゴミ屋敷」と呼ぶの？フランスのため込み症支援に学ぶ～
講師：フロリアン
	東京法規出版
	鬼塚亜美

	R8年2月18日（水）
オンライン
	認知症についての市民講座～本人から伝えたいこと～
講師：横山弥生
（ほっかいどう希望大使）
	札幌市医師会中央東支部、西支部、中央区在宅ケア連絡会
	鬼塚亜美

	R8年2月19日（木）
オンライン
	主任介護支援専門員
資質向上研修
講師：大嶋康雄
（星槎道都大学）
	北海道介護支援専門員協会
	杉本香陽

	R8年3月4日～18日
オンライン
	エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座
～看取りへの「苦手意識」から「関わる自信」へ
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽



（5）委員会実施状況
	R８年２月１６日（月）
	身体拘束廃止委員会

	R８年３月１２日（木）
	高齢者虐待防止委員会



（６）事業所の地域参加
	R８年1月２０日（火）
	ケア施設町内会（鬼塚・杉本）

	R８年２月４日（水）
	ふぁみりあカフェ（鬼塚・杉本）

	R８年２月１７日（火）
	ケア施設町内会（鬼塚・杉本）

	R８年３月１８日（水）
	グループホームのどか運営推進会議（鬼塚）



２．外部評価
・今年度で外部評価は2回目。昨年より内容良くなっている。
・ヒヤリハットはたくさん上がってくるが、ハッピーホットは定着していない→浸透するには時間かかる。ヒヤリハットも大切だがダメなところを見続けると萎縮してしまう。「今日はたくさん笑った」というのもハッピーホットの評価になる。些細なことに気づくのがプロ。
・小規模多機能は24時間対応だが、施設のように24時間見守るということではない。春の歌では、自宅で暮らしている方という認識を持ち、主体的に生活ができるよう支援する。
３．地域の情報提供
・近隣の学校でコロナやインフルエンザが流行している。
・先週末に連町合同で認知症見守り研修が行われた。包括、予防センター、民児協が参加し、包括や民児協の講話があった。認知症当事者も参加していた。「見守る方の人がいない」「個人情報」などの話しがグループワークで出ていたが時間が短かった。→個人情報とプライバシーの区別がついていない。民生委員の個人情報の取り扱いは地方公務員と同じ。
・地域との繋がり、地域の人が春の歌に来やすい環境作りに苦慮。→町内の公園で花見と焼肉などすると「何してるのかな」と興味を持たれる効果があると思う。小さいお祭りを開催して近所の人とお互いの顔を合わせる機会を作るのも一つ。
４．質疑応答
・介護事業所の運営だけでも時間に余裕がないところを、地域との関わりを持つ時間を作ろうとするのは大変だと思う。AIを上手に使って、書類等の効率化を図れる業務の見直しをすると良い。
【次回開催 】
令和８度 第１回春の歌運営推進会議は、５月２１日（木）１３：３０から開催いたします。
